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目的： 

長鎖多価不飽和脂肪酸(LCPUFA)のアラキドン酸や DHAは、乳児の神経や視覚の発達に不可欠な栄養素である。

母乳 LCPUFA組成は、母親の食事の影響を受ける一方で、母親の LCPUFA 合成能にも影響される可能性がある。

そこで、母乳 LCPUFA組成と食事(特に魚介類摂取)、LCPUFA 合成に関わる酵素の遺伝子多型との関連を、遺伝子

-食事交互作用を含め検討した。 

 

方法： 

出産後 6～7か月の授乳女性 304人の母乳脂肪酸組成を、ガスクロマトグラフィーで分析した。母親の食事は、自記

式食事歴調査票(BDHQ)で調査した。LCPUFA 代謝に関わる⊿5不飽和化酵素の遺伝子多型(FADS1；rs174547，

T/C)は、血液から抽出した DNAにより解析した。3 つの遺伝子型(TT、TC、CC)グループで、母乳 LCPUFA組成の違

いや、母乳 LCPUFA組成と食事の相関関係を調べた。また、遺伝子型によって食事が母乳 LCPUFA組成に与える

影響が違うのか、などを重回帰分析で解析した。 

 

結果： 

母乳中アラキドン酸、EPA、DHAは、FADS1 遺伝子型 TT>TC>CCの順に低値となった。そのうち、アラキドン酸は全

ての遺伝子型で、EPA、DHAは TT-TC 間で有意差がみられた。母乳アラキドン酸は、食事より遺伝子型との関連が

強かった。一方、母乳中 EPA、DHAは、遺伝子型より食事との関連が強く、どの遺伝子型でも、魚介類摂取量が多い

女性は母乳中 EPA、DHAの高値を示した。CC型においてのみ、アラキドン酸と魚介類摂取量との間には正相関が

みられ、重回帰分析でも、CC 型は TT 型に比べて魚介類摂取量の影響が大きく、有意な遺伝子-食事交互作用を示

した。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究結果より、遺伝子型によって、母乳 LCPUFA 組成に与える食事(魚介類摂取量)の影響が異なる可能性が示さ

れた。また、LCPUFAの種類(アラキドン酸、EPA、DHA)によって、遺伝子型の影響と食事の影響の大きさが異なる可

能性も示された。この研究の限界としては、食事調査が習慣的な食事の調査のみであり、母乳採取直前の食事の情

報がないことが挙げられる。直前の食事の情報が得られれば、より正確に、食事と母乳 LCPUFAの関係が検討でき

たと考えられる。また、乳児が実際に摂取した脂肪酸の量を推定することができず、母乳 LCPUFA と乳児の成長との

関係を調べられなかったことも、この研究の限界である。 

 

結論： 

母乳アラキドン酸は遺伝子型との関連が強かったが、アラキドン酸の比率が低い CC 型では他の遺伝子型より魚介

類摂取の影響を強く受けていた。母乳 EPA、DHAは遺伝子型との関連もみられたが、魚介類摂取の影響が大きかっ

た。以上より、母親の魚介類摂取量が増えると母乳中 EPA、DHAおよび CC 型では母乳中のアラキドン酸の比率が

高まる可能性が示された。 

 


